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【目的】  
 本研究は、保健師が支援対象者の自己肯定感を高め内的動機づけを促す「承認・賞賛」
技術の効果的な教育方法の検討を目的とする。「ほめる」ことは対象の自尊心や自己肯定感
を高め、意欲や自信を高める。「ほめる」ことの心理的意味として、①あなたのやっている
ことは正しい、②あなたのやっていることは優れている、③いまやっていることをそのま
ま続けなさい、④私はあなたを認めている、⑤私はあなたを賞賛している、このような意
味や情報が含まれている（弓野，2011）。ほめるためには、これらのメッセージを的確に相
手に伝えるためのコミュニケーション技術が必要であるが、看護職においてこの技術を高
めるための教育方法は明らかではない。そこで、技術の構成要素の一つである「対象をほ
める為の語彙（以下、ほめ言葉）」に注目し、保健師が創出するほめ言葉をワークショップ
前後で比較し、検討した。  
【方法】  
 Ａ県内の協力の得られた 2 施設 25 名の保健師を対象として実施した。調査は調査協力者
があらかじめ有しているほめ言葉の創出数を測定（調査１）し、創造性を促すワークショッ
プ後に再度ほめ言葉の創出数を測定して（調査２）、前後比較を行った。ワークショップは
ブレーンストーミング法と発想トリガー法をベースに設計したカードゲームを用いて実施
した。創出されたほめ言葉は記述統計、対応のある t 検定により分析した。また、 A.B.ス
クロームによる Seven Abilities に基づいて分類し、内容分析した。本研究は所属機関の
倫理委員会による審査を受け、承認を得た方法を遵守して実施した。  
【結果】  
 調査票の提出を得た 20 名分のデータを分析対象とした。調査協力者は 20 代 45％、30
代 30％、40 代 5％、50 代 20％、平均経験年数 13.4±9.8 年、90％が非管理職であった。
ワーク前の創出数は平均 20.75±19.9 、ワーク後 30.5±19.9 であった。創出数のワーク
前後の差の検定では p＜0.05 で有意差を認めた。  
【考察】  
 保健師が予め持っていたほめ言葉の上位項目は PIQ、JIQ、MIQ であり、その人らしさ（PIQ）
や判断力（JIQ）、動機づけ（MIQ）を反映する語彙群であった。健診などの短時間で信頼関
係を構築し、対象者からニーズを引き出すことが求められる場面で、対象への関心を持っ
ているというメッセージを伝える PIQ に関するほめ言葉が効果的に用いられることが望ま
しい。また、生活習慣の改善や健康づくりを目的と
した行動変容を促すためには、対象を動機づけ、自
らの判断で望ましい選択肢を選びとってもらうため
のヘルスコミュニケーションが必要である。  
 今回の調査では、MIQ をのぞくいずれの項目で、
調査協力者が持っている語彙数が向上しており、創
造技法を取り入れたカードゲームワークは、ほめ言
葉の創出数や豊かさを高める教育効果が期待できると考えられる。  
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